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２０１０ 

第９回ノルウェーフレンドシップヨットレース 

ジュニアクラス  

レース公示  

 

  
1.規則 1.1 本大会はセーリング競技規則（以下ＲＲＳとする）に定義された『規則』を適用する 

1.2  ＲＲＳ４２違反艇に対しＲＲＳ付則Ｐを適用するが、規則Ｐ２．３は適用せず、規則Ｐ２．２

を「最初の抗議以降の抗議に適用する」と変更する 

1.3 ＲＲＳ６１．１（ａ）文中の「（2）艇体の長さが６メートル未満の艇は、赤色旗を掲揚する必

要はない。」を削除して適用する 
1.4 和文と英文とが矛盾する場合は、英文を優先させる。 

  
２．参加資格及

び使用艇 
2.1 JSAF会員及びＪＯＤＡ会員であること（ただし、ＯＰ級Ｂクラス参加選手を除く）。また、
外国籍の場合はその国のナショナルオーソリティーの認めるヨットクラブの

会員であること 
2.2 小学生または中学生 
2.3 クラス 
ＯＰ級Ａクラス：中、上級対象 
ＯＰ級Ｂクラス：初級対象（過去のレースで３位以内入賞者は、Ａクラスへ参加のこと） 

2.4 参加者は当日有効なスポーツ保険に各自加入していなければならない。運営への支
援者も同様である 

  
３． 参加料及び

申込先 
3.1 １艇当たり５，０００円(選手パーティーフィー込み)とする。（申込締切日以降は、５，５００

円）なお、いかなる理由があっても参加費用は返却しない 

3.2 【振込先】 
三菱東京UFJ銀行 八重洲通支店 普通 ２０２８７７１ 

EJYCレース運営委員会 代表 高橋 昌威（ﾀｶﾊｼﾏｻﾀｹ） 

Tel：0466-24-3725 

3.3 4月9日（金）までにクラブ名、艇種（OPの場合はクラス）、氏名、セ－ル番号、学年、性
別、ＪＯＤＡ登録No.（登録ある場合）を所定の申込書に明記しFAX するか、または必要

事項をE-mailにて下記申込先まで送付すること 

3.4 【参加申込先】 
江の島ヨットクラブジュニア レース運営委員会 中間 敏隆  

Fax： 0466-23-2378 
E-mail： enoshima.jyc@gmail.com 

3.5 【搬入届け先】 
ハーバーへの搬入届けは、搬入の３日前までに添付の「臨時 陸置／係留施設利用

承認申請書」をなぎさパーク事務所までFax（0466-25-5413）すること 
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４．日程 4月1７日（土） 

 

 

 

 

 

４月１８日(日) 

7:30～8:30 

8:00～8:30 

8:45～9:00 

9:55 

10:00 

 

9:25 

9:30 

 

15:00～17:00 

艇搬入 

受付（２Ｆ大会議室） 

開会式（同上） 

ＯＰ級Ａクラス第１レース予告信号 

ＯＰ級Ｂクラス第1レース予告信号 

引き続き第２レース以降を行う 
ＯＰ級Ａクラス２日目の第１レース予告信号 

ＯＰ級Ｂクラス２日目の第1レース予告信号 

13:00より後には、予告信号を発しない。 
パーティー及び表彰式（2F大会議室） 

  
５．計測 レース前の大会計測は行わないが、艇または装備は、クラス規則と帆走指示書に従ってい

ることを確認するため、いつでも検査されることがある。ただし、ＯＰ級Ｂクラスの参加艇には

この項は適用されない 

  
６．帆走指示書 帆走指示書は、江の島ヨットクラブジュニアのホームページに4月14日までに掲示される 

  
７．開催地 神奈川県藤沢市湘南港 江の島ヨットハーバ沖A・B1海面（七里ガ浜高校沖）予定 

  
８．コース 帆走するコースは、帆走指示書に添付の通りトラペゾイドコースとし、スタート→①→②

→③→フィニッシュとする 

  
9． 得点 9.1  本大会は、レースは最多で6レースを予定するが、最少１レースの実施をもって成

立とする 

9.2 ４～６回のレースが成立した場合、その艇の得点は、最も悪い得点を除外し
た得点合計とします。 

9.3 １～３回のレースが成立した場合、その艇の得点は、除外なしの得点合計と
します。 

  
１０．安全 海上では常に適当な個人用浮力体（ライフジャケット）を着用しなければならない。ウェット

スーツおよびドライスーツは、適当な個人用浮力体と見なさない（ＲＲＳ40の変更） 

  
１１．支援艇 11.1 サポートボートはレスキューボートとみなされ、以下の条件を満たす場合のみ使用

を許可する 

a) 当日の参加受付時にレース委員会に使用を申請し、許可を受けること。申請、許

可なき艇の出艇、および定員過半数の乗艇は認められない 
b) 常時はサポートボートとして航行範囲の制限を守り、レース委員会からレスキュー

ボートとしての要請があれば、いつでもこれに応じること。この要請があった場合の

み制限範囲内への進入を認める 
c) ハーバーに対する搬入手続きおよびハーバー使用料支払いは、各自で行うこと 
d) サポートボートはヨットモータボート保険（対人対物賠償責任保険及び搭乗者傷害

保険）に加入していなければならない 
11.2 運行についてレース委員会の指示に従わなかった場合は、運行の停止を命じるこ

とがある 
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その他 昼食は準備されない（海上で昼食、各自で準備すること） 

  

１２．賞 12.1    ノルウェー杯（バイキングシップ・持ち回り杯）：ＯＰ級Ａクラス優勝 
12.2    1位～6位：賞を与える（ＯＰ級Ａクラス総合、Ａクラス小学生、Ｂクラス） 
12.3     Aクラス総合上位者より2010年OP全日本選手権出場資格を申請予定。 

１３．責任の否

認 
13.1     参加者は完全に自らのリスクと責任において競技する 

13.2     主催団体およびその他の大会関係者は、大会の開始前から終了後に至るまで参

加者が起した、または参加者が被った、対人または対物の全ての損傷・損害につ

いての責任を負わない 
13.3 全ての競技者および支援グループは、これら損害賠償の権利を放棄しなければな                     

らない 


